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はじめに 

 

認知症介護指導者フォローアップ研修は、認知症介護指導者養成研修修了者に対し、一定期間ご

とに最新の認知症介護に関する専門的な知識や指導方法等の習得を目指しています。従来、対面の

研修を基本としてきた研修でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け一昨年度よりオンラ

インによる開催を実施してきました。 

当初開催を断念することも視野に入れて検討をいたしましたが、受講生である認知症介護指導者

の皆様、各道県市の担当者の皆様、検討委員の皆様、講師の皆様をはじめ関係各位の方々のご理解

をいただき無事に開催できましたことをご報告申し上げるとともに、ご理解ご協力に厚く御礼申し

上げます。 

今年度の研修カリキュラム策定にあたり、当センターでは認知症介護指導者の方々を中心に構成

される検討委員会においてカリキュラムの検討を重ね、これまでにない新たな研修カリキュラムで

実施いたしました。 

1回目は従来通り新カリキュラムに対応することを目指した授業設計を中心的課題に据え、2回目

は、講師との対話と参加者同士のディスカッションにより学びを深め気づきを促すことを目指した

内容で実施し、受講生からはいずれの回も、高い評価を得ることができました。どちらの内容も限

られた時間の中で深い学びの時間となったことは、受講生の高い研修への意欲と、検討委員の皆様

の多大なご協力とご支援の賜物であり、この場を借りて深く御礼申し上げます。そして、何より業

務御多忙の中で、受講生を派遣頂下さいました関係者の皆さまに深く感謝申し上げます。 

来年度は、その結果を分析し、さらに効果的で実践的な研修内容となるよう検討を進めていく予

定でおります。 

不十分な点も多々あるとは思いますが、引き続き皆様のご指導、ご助言をいただければ幸いに存

じます。 

                    

 

フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会委員長  矢 吹  知 之 



 

 

目   次   
 

 

 

１．研修の概要 

 １）認知症介護指導者フォローアップ研修開催の経緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 ２）令和３年度認知症介護指導者フォローアップ研修の目的と達成目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

 ３）認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会の設置 ・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

  ４）認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会設置規定 ・・・・・・・・・・・・・ 3 

５）認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会【委員名簿】・・・・・・・・・・ 4 

 

２．令和３年度認知症介護指導者フォローアップ研修の実施状況 

 １）令和３年度第１回認知症介護指導者フォローアップ研修の日程とカリキュラム ・・・・・・・・・ 5 

２）令和３年度第２回認知症介護指導者フォローアップ研修の日程とカリキュラム ・・・・・・・・・ 7 

 ３）令和３年度第１回・第２回認知症介護指導者フォローアップ研修の評価 ・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会から ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

 

３．第１回講義資料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

 

４．成果物 （改善内容報告シート・講義計画書・演習計画書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 105 

 

５．第２回講義資料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・148 

 

資料 

令和３年度認知症介護指導者フォローアップ研修募集要項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 271 

令和３年度認知症介護指導者フォローアップ研修参加状況 【道県市別受講者一覧】・・・・・・・ 274 

令和３年度認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会議事録（要旨）・275 

 

 

 

 



 

１．研修の概要 

１）認知症介護指導者フォローアップ研修開催の経緯 

   平成 12 年度から認知症介護指導者養成研修は実施されたが、修了者の間では当初からセンターでの養成

研修修了後、地域の実務者研修（現在は「実践研修」、以下同じ。）を実施する上で継続的な研修と情報交換

の場の必要性がささやかれていた。特に平成 12 年度、13 年度に関しては、標準カリキュラムは提示されて

いても、各地域とも新しい形態による研修スタイルの具体的なイメージがつかないまま、手探りの状態で研

修の企画・運営を行っていた。 

   そのような状況の中で、修了者の有志が集まって実務者研修の実施状況を情報交換していこうと、平成 14

年 8 月に青森県で仙台センター指導者養成研修修了者による自主的な継続研修が実施された。これは実際に

青森県における当時の基礎課程の日程と平行して行い、参加者は基礎課程の見学もしながら、お互いに都道

府県・政令市の研修状況や課題を報告して行うというものであった。その後、平成 14年 10 月に第 2回研修

（北海道帯広市）、平成 14 年 12 月に第 3 回研修（広島県）が行われるなど、自主的な研修が広がっていっ

た。内容も情報交換だけではなく、研修内容や具体的な展開方法についての話し合いが中心になっていった

。さらに平成 15年 8月に第 4 回研修（徳島県）、平成 15年 11 月に第 5回研修（宮城県仙台市）が、テーマ

を決めた講義と分科会形式で実施され、熱心な討議が行われた。 

   こうした修了者の自主的な研修の動きと、継続的な研修の必要性について、仙台センターとしても国へ働

きかけていった結果、「認知症介護の効果的研修システムの開発～認知症介護研究フォローアップ体制の構

築～」として、平成 16 年 3 月に認知症介護研究・研修東京センターにおいて、モデル事業であるフォロー

アップ研修が実施され、平成 16 年度よりフォローアップ研修は制度的研修として本格的に実施されること

となった。 

それと同時に、フォローアップ研修の実施にあたって、その効果的なカリキュラム、研修方法及び評価方

法の検討を行うため、仙台センターにフォローアップ研修カリキュラム等検討委員会を設置することとし、

認知症介護指導者養成研修修了者にも委員として参画してもらうことで、修了者のニーズに基づいた研修の

実施を進めている。 

 

  



 

２）令和４年度認知症介護指導者フォローアップ研修の目的と達成目標 

 

目的 
 

本研修は、認知症介護指導者養成研修修了者に対し、一定期間ごとに最新の認知症介護に関す

る高度な専門的知識等を修得させるとともに教育技術等の向上を図ることにより、第一線の認知

症介護従事者に対して最新の専門的な認知症介護技術を的確に伝授できる体制を整備すること

を目的とする。 

「認知症介護実践者等養成事業の実施について」（平成 28 年 3 月 31 日老発第 0331 第 2 号厚生労働省老健

局長一部改正通知）の別紙「認知症介護実践者等養成事業実施要綱」４（6）による 

 

 

 

フォローアップ研修の達成目標 
 

 （１） 最新の認知症介護の知識と指導方法について理解を深める。 

 （２） チームアプローチとリーダーシップ、スーパーバイズ、コーチングを中心に、認知症介護に

おける人材育成方法を修得する。 

 （３） 認知症介護における課題解決の具体的方法を修得する。 

（４） 認知症介護研修における効果的な授業の企画・運営のあり方、研修の教育評価方法を修得す

る。 

 

 

 

３）認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会の設置 

   研修の実施にあたって、修了者のニーズに基づいた研修を行うために、仙台センターの修了者を含めたフ

ォローアップ研修カリキュラム等検討委員会を設置することとした（P3「フォローアップ研修カリキュラム

等検討委員会設置規程」参照）。 

   検討委員は、認知症介護指導者ネットワーク会員より 2 名、今年度本研修を受講する認知症介護指導者 2

名、認知症介護研究・研修東京センター修了生 1名、認知症介護研究・研修大府センター修了生 1名、有識

者１名、および仙台センター研究・研修部スタッフ 8名の構成とした（P4「カリキュラム等検討委員会委員

名簿」参照）。その役割としては、①効果的なカリキュラム ②研修方法 ③評価方法 ④その他フォローア

ップ研修に関する必要な事項について検討することとした。 

   検討委員会の設置規定と令和 4年度の検討委員名簿は次の通りである。 

 

 

  



 

４）認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会設置規定 

 

 

認知症介護研究・研修仙台センター 

 

（目的及び設置） 

第１条 認知症介護研究・研修仙台センター（以下、「仙台センター」という。）における 

認知症介護指導者養成研修修了者を対象とした認知症介護指導者フォローアップ研修を実施するに当たり、

その効果的なカリキュラム、研修方法及び評価方法の検討を行なうため、仙台センターに認知症介護指導者

フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会（以下、「検討委員会」という。）を設置する。 

 

（構成員） 

第２条 検討委員会は、次に掲げる者を委員として構成する。 

    （１）仙台センター 

       センター長、副センター長、研究部長、研修部長、研修推進係長、研修指導係長、研修指導主任、研修

指導係 

    （２）認知症介護指導者養成研修修了者 

    （３）有識者 

２ 前項第２号第３号の委員は、センター長が委嘱する。 

 

（委員長及び副委員長） 

第３条 検討委員会に委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選により定める。ただし、委員長は仙台センター

より選出する。 

   ２ 委員長は、検討委員会の会務を掌理する。 

   ３ 副委員長は、委員長を補佐し委員長に事故あるときは、その職務を代行する。 

 

（所掌事務） 

第４条 検討委員会は、仙台センターにおける認知症介護指導者フォローアップ研修に 

関し、次の事項について検討する。 

    （１）効果的なカリキュラム 

    （２）研修方法 

    （３）評価方法 

    （４）その他、認知症介護指導者フォローアップ研修に関し必要な事項 

 

（会 議） 

第５条 検討委員会は、その年度内に３回程度開催するものとする。 

   ２ 検討委員会は、仙台センター長が招集する。 

   ３ 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、 

その意見を聴き、又は説明を求めることができる。 

 

（庶 務） 

第６条 検討委員会の庶務は、仙台センター研修部で処理する。 

 

  附  則 

この規程は平成１６年７月２８日から施行する。 

   平成１７年４月１日一部改正 

   平成１８年４月１日一部改正 

   平成２０年４月１日一部改正 

平成２２年４月１日一部改正 

平成３０年４月１日一部改正 

令和 ３年４月１日一部改正 

令和 ４年４月１日一部改正 

  



 

５）認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会【委員名簿】 

 

認知症介護研究・研修仙台センター 

 

 
令和４年度認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会【委員名簿】 

 

時 田   学  有識者            日本大学 

 

〇佐 藤   真 （13 期生・秋田県） 合同会社スｲ―ダ 

 

   阿 部 一 志 （36 期生・鳥取県） 介護付き有料老人ホーム翠のさと 

 

   木 村 むつみ （43 期生・札幌市） 小規模多機能型居宅介護つむぎ 

 

   橋 本 好 博 （18 期生・福島県） グループホームすずらんあかり 

 

田 中 惠 子 （37 期生・福岡市） 社会福祉法人ふくおか福祉サービス協会 

 

   川 添 揚 一 （48 期生・堺市）  クロストリップ合同会社 

 

 加 藤 伸 司  認知症介護研究・研修仙台センター 

 

   阿 部 哲 也  認知症介護研究・研修仙台センター 

 

  ◎矢 吹 知 之  認知症介護研究・研修仙台センター 

 

   吉 川 悠 貴  認知症介護研究・研修仙台センター 

 

   合 川 央 志  認知症介護研究・研修仙台センター 

 

   田 村 みどり  認知症介護研究・研修仙台センター 

 

   櫻 庭 由 紀  認知症介護研究・研修仙台センター 

    

   佐々木 昌 治  認知症介護研究・研修仙台センター 

 

◎委員長 ○副委員長                               ※敬称略 

  



 

２．令和４年度認知症介護指導者フォローアップ研修の実施状況 

１）令和４年度第 1 回認知症介護指導者フォローアップ研修の日程とカリキュラム 

（仙台センター） 

日 時間 科目名 講師名 概要 

11/14

（月） 

9:00 

～

9:20 

開講式 仙台センター  

9:20 

～

9:50 

最新の認知症介護知識 

～これまでのケアと 

これからのケア教育～ 

加藤 伸司 

（仙台センター） 

認知症ケアの歴史を振り返り、これからの認知

症ケアの進むべき方向性について理解する。 

10:00

～ 

10:30 

事務連絡 

フォローアップ研修のね

らい 

櫻庭 由紀 

合川 央志 

フォローアップ研修の全体像を理解し、研修へ

の動機づけを高める。 

10:40

～ 

12:00 

最新の認知症介護知識 

～認知症の人の 

意思決定支援～ 

川崎 裕彰 

（高齢者権利擁護支

援センター） 

認知症の人の日常生活・社会生活における意思決

定支援ガイドラインについて理解を深める。 

13:00

～ 

14:40 

最新の認知症介護知識 

～認知症医療の最新知識

～ 

 加知 輝彦 

（社会福祉法人 

仁至会） 

認知症の原因疾患、若年認知症、早期発見、ワク

チン等の最新知識を理解する。実際の実践研修

場面での課題についてディスカッションを通し

理解する。 14:45

～ 

15:30 

グループワーク 

質疑応答 

15:40

～ 

17:30 

最新の認知症介護知識 

～実践研修の報告～ 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～実践研修企画と運営～ 

～実践研修科目の検討～ 

田村 みどり 

（仙台センター） 

 

合川 央志 

（仙台センター） 

道県市で実施されている実践研修の状況等につ

いてグループワークにて共有する。 

 

実践研修科目の検討について概要を理解する。 

希望により、実践者科目担当と実践リーダー科

目担当に分かれて、検討する科目を確定する。

（一人一科目） 

17:40

～ 

18:00 

振り返り （仙台センター）  

11/15

（火） 

9:00 

～ 

9:50 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～実践者研修～ 

矢吹 知之 

（仙台センター） 
実践者研修の概要と流れを理解する。 

10:00

～ 

11:05 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～実践リーダー研修～ 

～基礎研修～ 

阿部 哲也 

（仙台センター） 

実践リーダー研修の概要と流れを理解する。 

基礎研修の改定内容に関する情報提供 

11:15

～

17:35 

認知症介護における課題

解決の具体的方法 

～実践研修科目の検討～ 

（科目内容の検討） 

（検討委員） 

 

仙台センター 

実際に各地域で行われる予定の実践研修科目

（新カリキュラム科目）の内容について作成す

る。（個人作業） 

（グループに分かれて進捗状況等の中間報告の

時間を含む） 

17:40

～

18:00 

振り返り （仙台センター）  



 

日 時間 科目名 講師名 概要 

11/16 

（水） 

9:00 

～ 

15:20 

認知症介護における人材

育成方法 

～授業法～  
上條 晴夫 

（東北福祉大学） 

効果的な授業法の理解と解りやすく伝えるため

の方法および講義・演習計画を作成する上での

ポイントを学ぶ。 
15:25

～ 

16:00 

グループワーク 

質疑応答 

16:10

～ 

17:35 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～実践研修科目の検討～ 

（科目内容の検討） 

（検討委員） 

仙台センター 

実際に各地域で行われる予定の実践研修科目

（新カリキュラム科目）の内容について作成す

る。 

17:40

～

18:00 

振り返り （仙台センター）  

11/17 

（木） 

9:00 

～ 

15:20 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～演習技法～ 
後藤 美香 

（アライブ・ワン） 

多様な演習技法を学び、実践研修等で効果的に

活用できる演習技法について検討する。 
15:25

～ 

16:00 

グループワーク 

質疑応答 

16:10 

～ 

17:35 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～実践研修科目の検討～ 

（科目内容の検討） 

（検討委員） 

仙台センター 

実際に各地域で行われる予定の実践研修科目

（新カリキュラム科目）の内容について作成す

る。 

17:40

～

18:00 

振り返り （仙台センター）  

11/18 

（金） 

9:00

～ 

15:30 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～実践研修科目の検討～ 

（科目検討内容報告） 

～実践研修の授業設計～ 

時田 学  

（日本大学） 

（検討委員） 

作成した講義演習計画書についての報告を行

い、共有を図る。 

実践研修科目の最終的な内容をふまえ、より効

果的な授業を実施する上でのポイントや、解り

やすく伝えるための講義・演習方法を理解する。 

15:40

～

15:55 

最新の認知症介護知識 

～研修評価～ 

吉川 悠貴 

（仙台センター） 
研修の評価に関する情報提供 

16:00

～

17:10 

最新の認知症介護知識 

～実践研修の報告～ 

田村 みどり 

（仙台センター） 

道県市で実施されている実践研修の状況等につ

いてグループワークにて共有する。 

17:10

～ 

17:40 

研修総括 仙台センター アンケート記入 

17:45

～ 
修了式 仙台センター 

 

 

  



 

２）令和４年度第２回認知症介護指導者フォローアップ研修の日程とカリキュラム 

（オンラインＺｏｏｍ） 

日 時間 科目名 講師名 概要 

1/30

（月） 

9:00～ 

9:20 
開講式 仙台センター  

9:20～ 

9:50 

最新の認知症介護知識 

～これまでのケアと 

これからのケア教育～ 

加藤 伸司 

（仙台センタ

ー） 

認知症ケアの歴史を振り返り、これからの認

知症ケアの進むべき方向性について理解す

る。 

10:00～ 

10:30 

事務連絡 

科目アンケートの説明 

フォローアップ研修のねら

い 

櫻庭 由紀 

佐々木 昌治 

合川 央志 

フォローアップ研修の全体像を理解し、研修

への動機づけを高める。 

10:40～ 

14:15 

最新の認知症介護知識 

～認知症の人の 

意思決定支援～ 
川崎 裕彰 

（高齢者権利

擁護支援セン

ター） 

認知症の人の日常生活・社会生活における意

思決定支援ガイドラインについて理解を深

める。 

14:15～ 

14:50 

グループワーク 

質疑応答 

GW にて講義内容に関する気づき、疑問点、質

問内容を整理し、講師への質疑応答にて理解

を深める。 

15:00～ 

16:40 

最新の認知症介護知識 

～認知症医療の最新知識～ 
加知 輝彦 

（社会福祉法人 

仁至会） 

認知症の原因疾患、若年認知症、早期発見、

ワクチン等の最新知識を理解する。 

16:45～ 

17:30 

グループワーク 

質疑応答 

GW にて講義内容に関する気づき、疑問点、質

問内容を整理し、講師への質疑応答にて理解

を深める。 

17:40～ 

18:00 
振り返り 

（仙台センタ

ー） 
 

1/31

（火） 

9:00～ 

11:00 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～実践者研修～ 矢吹 知之 

（仙台センタ

ー） 

実践者研修の新カリキュラム概要と流れを

理解する。 

11:00～ 

12:00 

グループワーク 

質疑応答 

GW にて講義内容に関する気づき、疑問点、

質問内容を整理し、講師への質疑応答にて理

解を深める。 

13:00～ 

15:00 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～実践リーダー研修～ 

～基礎研修～ 
阿部 哲也 

（仙台センタ

ー） 

実践リーダー研修の新カリキュラム概要と流

れを理解する。 

基礎研修の改定内容に関する情報提供 

 

15:00～ 

16:00 

グループワーク 

質疑応答 

GW にて講義内容に関する気づき、疑問点、質

問内容を整理し、講師への質疑応答にて理解

を深める。 

16:10～ 

16:30 

最新の認知症介護知識 

～研修評価～ 

吉川 悠貴 

（仙台センタ

ー） 

研修の評価に関する情報提供 

16:30～ 

17:30 

認知症介護における課題解

決の具体的方法 

～指導者としての活動共有

～ 

田村 みどり 

（仙台センタ

ー） 

各地域での指導者としての活動内容に関す

る情報交換をグループワークにて行い、指導

者の役割等についての理解を深める。 

17:40～ 

18:00 
振り返り 

（仙台センタ

ー） 
 



 

日 時間 科目名 講師名 概要 

2/2 

（木） 

9:00～ 

16:45 

認知症介護における人材育

成方法 

～授業法～  
上條 晴夫 

（東北福祉大

学） 

効果的な授業法の理解と解りやすく伝える

ための方法および講義・演習計画を作成する

上でのポイントを学ぶ。 

16:50～ 

17:30 

グループワーク 

質疑応答 

講義で学んだ内容について、実践研修講師、

サポータ等地域活動や職場教育での場面等

での活用方法について個人ワークを行い、そ

の後ＧＷにて共有後、講師との質疑応答を行

う。 

17:40～ 

18:00 
振り返り 

（仙台センタ

ー） 
 

2/3 

（金） 

9:00～ 

14:00 

認知症介護における 

効果的な授業開発 

～パーソン・センタード・ケ

ア～ 

～DCM（認知症ケアの評価）

～ 

水野 裕  

（まつかげシニ

アホスピタル・

認知症疾患医療

センター） 

パーソン・センタード・ケアの理念の基、認

知症ケアでの重要点や、考え方について理解

を深める。また、認知症ケアの質の向上を目

的とした、認知症ケアマッピング（DCM）に

ついて理解する。 

14:10～ 

15:00 

15:10～ 

16:00 

グループワーク 

 

質疑応答 

講義で学んだ内容に関して、ＧＷにて振り返

り気づきの整理を行う。その後、引き続きＧ

Ｗにてパーソン・センタード・ケアを実践す

るうえでの課題や疑問について講師も交え

ディスカッションを行う。 

16:10～ 

17:10 
個人ワーク 

（仙台センタ

ー） 

パーソン・センタード・ケアの講義の内容等

を踏まえて、実践研修及び施設・事業所内で

パーソン・センタード・ケアの内容について

どのように伝えていくのか検討を行う。 
17:20～ 

17:50 
グループワーク（共有） 

17:50～ 

18:00 
報告 

2/6 

（月） 

9:00～ 

15:20 

認知症介護における課題解

決の具体的方法 

～演習技法～ 
後藤 美香 

（アライブ・ワ

ン） 

多様な演習技法を学び、実践研修等で効果的

に活用できる演習技法について検討する。 

15:25～ 

16:00 

グループワーク 

 

質疑応答 

講義で学んだ内容について、実践研修講師、

サポータ等地域活動や職場教育での場面等

での活用方法について個人ワークを行い、そ

の後ＧＷにて共有後、講師との質疑応答を行

う。 

16:10～ 

17:10 

認知症介護における課題解

決の具体的方法 

～指導者の活動課題解決～ 

田村 みどり 

（仙台センタ

ー） 

今後の指導者としての活動に向けた課題につ

いてグループワークにて情報共有し、解決方

法について検討する。 

17:10～ 

17:40 
研修総括 仙台センター アンケート記入 

17:45 

～ 
修了式 仙台センター 

 

 

  



 

３）令和４年度第 1 回・第 2 回認知症介護指導者フォローアップ研修の評価 

 
図１ 令和４年度フォローアップ研修全体アンケートの結果（第 1回目・2回目比較） 

 

・今年度は、全て集合型での開催予定であったが、コロナ禍の状況を鑑み、第 2回目はオンライン（Zoom）開

催となった。 

また、昨今認知症介護指導者の活動も認知症介護実践研修における講師役のみならずに、地域等における認知

症ケアの実践及び助言等で活動されている方々も増えていることを鑑みて、第 1回を従来どおりの講義計画作成

の実践的内容、第 2回を認知症ケアの理念や授業設計法の学び直しに重きを置いた内容として、希望する内容を

選択して受講できる開催方法とした。 

・研修内容の理解度は第 1回目・2回目共に高い結果であった。「認知症の人の意思決定支援では、意思決定支

援ガイドラインのポイントも分かり、実践者やリーダー研修で伝えるポイントが理解できた」「最新の認知症

施策や授業法など、指導者として知っておくべきことの理解が深まったと思う」などの意見や、第 2回目の

「パーソン・センタード・ケア」の講義は、「これまで自分が理解していた概念と違った」「正しいパーソン

センタード・ケアの考え方が理解できた」との意見が多くあった。 

・研修内容の活用度は第 1回目・2回目共に高い結果であった。「指導者養成研修の時とは違って、一つ一つの

科目を理解でき、これからの研修講義に活用したていきたいと思った」「講義の組み立て方が良く分かったの

で、今後の活動に活用できると思った」等の意見が見られた。 

・各科目の配置(順番)に関して、第 2回目は急遽オンライン開催となったこともあり、オンラインでの授業だ

と集中できる時間が短いため、日程にもっと間隔をあけて欲しいなどの理由で少し低い傾向が見られた。 

・各科目の時間配分に関して、第 1回目・2回目共に概ね高い評価であった。概ね時間配分は適切だったとの意

見がありましたが、オンライン研修に関しては、休憩は細目に入れないと集中できないとの意見もあった。 
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■自由記述結果抜粋               

【１】 「今回の研修内容に満足はできましたか」（検討が必要と思われる点と解決方法） 

【第 1 回目自由記述内容抜粋】 

大変勉強になりましたし、今後の活動に生かしていきたいと感じました。 

講義計画書の作成がメインとなるため、そのアナウンス方法にもうひと工夫があるとなおよいと思いました。 

指導者としてただ授業をこなすだけでいっぱいでしたが、授業の目的、構成、受講生の理解度を測る等次のステ

ップにやっと進めそうです。 

私自身、満足のいく内容となっていました。 

内容、時間的にも丁度良かった。 

研修内容に満足できたが、研修期間が短いと感じる。研修期間を長くすれば満足できるかといえば、そうならな

いが、指導者が思う研修期間中に出る疑問が消化できる前に研修期間が終了したように感じてしまいますが、課

題を地元に持ち帰り学びたいと思います。 

【第 2 回目自由記述内容抜粋】 

日程。オンラインであれば、連続の必要性が感じられない。分けて行うことも可能であると思う。 

また、グループワークにおいて、福島の斎藤さんとは１回の短いワークでしか、会うことがなかった。均等にグル

ープ分けをして欲しかった。 

オンライン研修では知識の習得はできるが他県の指導者との交流が殆ど出来ないのが残念でした。5 類になっ

たらぜひ仙台で開催するようにお願いしたいです。 

集合が可能ならそちらに行きたかったです。他の指導者さんともネットワークを作りたかったです。４７期のつな

がりが今もあるので、ハイブリッドなどの選択肢やオンライン、集合が選べればより良かったです。 

オンラインにて様々な演習もできとても勉強になりました。画面を見続ける時間が続くのは少ししんどかったで

す。拘束時間も長いので少し余裕のある時間配分だと参加しやすいと思いました。オンラインはせめて半日でも

十分と思います。期間を延ばしていただけると助かります。 

集合研修がいいが、そうすると、日数の問題も出てくる。悩ましい。 

認知症介護指導者になって初めてのフォローアップ研修を受講して、オンラインでの講義が多くなっている中

で、講義や演習の組立てが参考いなりました。集合研修ですと、講義以外でも情報交換は出来たが、オンラインに

なると演習や発表以外はなかなか情報交換もないので、演習で共同の作業の時間を確保することで、他の指導

者との情報交換の時間が確保できると考えられる。 
 

【２】 「研修内容に関して理解を深めることができましたか」（検討が必要と思われる点と解決方法） 

【第 1 回目自由記述内容抜粋】 

久しぶりの勉強でしたので、頭がついていかない時もありました。ですが、自分なりに深めることはできたと大

変感じています。 

研修を通して何を得てほしいのか、具体的なゴールを先に示してもらえると、研修の経過の中でより目的が明確

になったと思います。 

本当にためになる貴重な時間でした。指導者になると知らず知らずのうちに、別の研修への参加が減ってしまっ

ていた。センターが企画する研修参加方法は DC ネットからですか？ 

学ぶことが多くあり全てを理解できてはいないと思いますが、自身の向上に繋がることができました。 



 

特にありません 

前項にも記入しましたが、理解を深めるには時間や休日を挟むなどの方法が必要かと感じる（午後半日でも指導

者交流がオンラインでもあると助かります） 

【第 2 回目自由記述内容抜粋】 

やはり、オンライン向きの研修とそうでないものがある。 

講師の方のパワポが欲しかったです。 

グループワークの際に、ランダムでグループ分けはされているところもあると思いますが、演習回数が少ない指

導者さんがいたのでその辺は全体をみて、グループ分けを考えてくださればより、深い学びになると思いまし

た。（あまり、グループワークを一緒にできない指導者がいました） 

どの科目も理解が深まりました。 

授業設計法については、改めて基礎的な学びが必要と感じている。 

 

【３】 「研修内容は今後の活動に活用できるものでしたか」（検討が必要と思われる点と解決方法） 

【第 1 回目自由記述内容抜粋】 

是非活用させて頂きたいです。 

とくに演習技法など、参考になることがたくさんありました。 

ぜひ活用させていただきます。 

自県において少しずつでも今回の学びを活用して今後の研修の向上に繋げていければと考えています。 

特にありません 

活用するものが多すぎたので、持ち帰ってから長期的に学習を個人ですると考えておりますので、地元からのフ

ォローをお願いしたいと思います。 

【第 2 回目自由記述内容抜粋】 

オンラインでの研修のやり方やパーソンセンタードケアについては、非常に参考になった。 

すこしずつでもできるところを実践していきたい。研修だけではなく、推進員での活動などでも 

今回の学びをどう実践させるのか、考える時間があれば、自職場に戻った時や、他指導者への伝達ができやすの

かもしれません。 

他県との情報交換、共有ができれば、基本的にテキストの有無や講義の回数等の事前資料があれば、もっと深い

情報共有ができたのでは。 

 

【４】 「各科目の配置（順番）は適切でしたか」（検討が必要と思われる点と解決方法） 

【第 1 回目自由記述内容抜粋】 

適切だったと思います。 

設問２と同様です。 

センターの先生方の講義をもっと受けたい。 



 

適切な配置だったと感じています。 

特にありません 

個人的には別アンケートにも書かせていただいた「研修評価」の配置に疑問を感じました。 

【第 2 回目自由記述内容抜粋】 

授業法や演習法のオンラインについての知識を知り、内容に入っていただきたかった。実践者やリーダー研修の

ことは最後でもいいと感じた。 

指導者の活動の共有の時間がどうしても、実践者研修、指導者研修に偏っていると感じました。地域や法人での

活動ももっと共有できればと感じた。 
 

【５】 「各科目の時間配分は適切でしたか」（検討が必要と思われる点と解決方法） 

【第 1 回目自由記述内容抜粋】 

適切だったと思います。 

とくにありません。 

授業設計方法や演習方法は長いと思ったが、あっという間でした。 

5 日間の日程で少しタイトなスケジュールであったように感じます。 

特にありません 

正直あと一割でも時間を長く学びたいと感じています。 

【第 2 回目自由記述内容抜粋】 

長いと思います。オンラインであれば、もう少し短くても良いのではないか。 

学びが多く大変身につくことができましたがオンラインで 18 時までは少し長いように思いました。日数が増え

てもいいので時間の短縮を検討してもらえたらよいかと思います。 

毎回、振り返りの時間があるんですが講義でも振り返りをしている項目があったので削れるところは削いでもい

いと思いました。オンライン研修で１H に１回の休憩は受ける側にとってはとても有難かったが、１８時までの１日

の研修は正直長いと感じました。 

新カリキュラムの内容に関する部分を、もう少し時間を取って聞けたら良かったと思いました。 

 

【６】 フォローアップ研修の中で、今後必要とされる内容について 

【第 1 回目自由記述内容抜粋】 

地域の中での活動の部分です。実践者等の研修だけではなく、どのように指導者として都道府県や市町村、他の

職種とのかかわりなど、活動の実践方法など、依頼を待つだけでなく、どのように課題と捉えアプローチしてい

くかなどの部分も教えて頂けたらありがたいです。 

最新の知識については、個人的に持ち帰って事業所を含めさまざまな場で報告したいと思っていたので、もう少

しボリュームがあってもよいかと思いました。 

センターの先生方による実践者研修とリーダー研修の変更点のみではなく、内容をもう少し欲しいです。 

今現在、特には思いつきませんが私自身で言えば、もう少し講義方法や演習方法について学ぶ時間があれば良

いかと思いました。 



 

オンラインの効果的な使用方法 

チームビルディングに使えるオンライン上の演習 

演習技法においてかは分かりませんが、オンラインに対する指導者の対応方法などいただきたいと思います。 

【第 2 回目自由記述内容抜粋】 

実際にあってない人同士で、いきなりグループワークになるので、自己紹介はしたが、深い話をすることはでき

なかった。交流会の自己紹介を最初にやってからでないと、人となりがわからない。 

グループワークの時に共有が苦手な人もいるので、全員が平等に書記を務めてはいない。であれば、事務局が書

記をしてほしかった。話を聞くのと打ち込むので、ゆっくり内容に入れない場面があった。また、書記が発表して

いたので、分けるのであれば分ける、一緒であれば一緒と決めて決めほしかった。指導者同士であるが、話し合

いでは決めにくい。 

施設介護の話しが殆どなかったように感じます。留意点や施設介護だからこそできることもあると思うのでその

辺の話しが聞けたらよかったと思います。 

後輩指導者の育成方法など 

パーソンセンタードケアの講義を続けて頂きたいです。他の指導者にも聞いてもらいたい。 

全体でのディスカッションの時間がもう少しあれば、お互いがもっとよくわかったのではないかとおもいました。 

課題設定の進め方について 

各件で、進め方や使用ツール（様式）もバラバラだというお話があったので、科目の目的が一緒でも、実際の結果

や到達地点にバラツキが出てしまうのではないかと感じました。 

そのため、使用する様式の統一や進め方のすり合わせなどが出来ると良いと感じたので、課題設定の部分の科

目が必要だと感じました。 

地域での課題に向け実践している指導者の実践報告があればと思いました。 

実践者研修及びリリーダー研修における課題設定のポイントや具体的なアドバイスの技法。特に実践者研修にお

いて、インターバル期間でまとめた様式を学習の共有で活かして、そのあと演習２、アセスメントを経由して課題

設定に繋げていくか。また課題設定の課題の整理の仕方を学びたい。 

今回のカリキュラムがいいと思います。 

 

【７】 フォローアップ研修についてのご意見・ご要望等について 

【第 1 回目自由記述内容抜粋】 

大変勉強なりましたし、良い刺激となりました。また受講させて頂きたいです。 

体験型学習の「授業法」は、とても実りのある時間でしたが、やはりもう少し資料があるとありがたいと思いまし

た。 

貴重な時間をありがとうございました。自分を刺激する、スキルアップすることが自分の職場を通じてのみであ

り、視野が狭くなっていた。やはりセンターの先生方から学ぶことがしっくりきます。 

私自身、指導者として研修を担当させて頂き講義を行う事が増えました。その中で受講生の立場に立っての「理

解」を意識しながら講義は行っておりましたが、具体的な改善策が分からなかったのですが、今回の FU 研修に

参加させて頂き解決の糸口に結び付けることができたように感じております。日々、悩みながらの指導者活動で

はありますが、自分は「何を伝えたいのか」・相手は「何を学びたいのか」を常に意識しながら活動を続けていけ

たらと思います。最後になりますが、ご指導頂いた各先生方にお礼を申し上げます。有り難う御座いました。 

「効果的な授業開発」は事前にどれをしたいかと確認はありますが、その時点でデーターを持参しなければ一か

ら行うまでの時間はないのではないでしょうか。全く担当したことのない講義も気になってはいましたが、やは

り難しいなと思いました。 



 

講義・演習計画書の作成において、あらかじめ１度講義を行ったものに対して、疑問を今回のフォローアップ研修

で解決しようと計画書を持ち込んできましたが、一から計画書を作成するとなると時間的に足りないと思います

ので、事前アナウンスが必要と思います。 

【第 2 回目自由記述内容抜粋】 

同期の指導者と語れる場を提供してもらいたいです。 

もう少し、指導者としての実践を積んでから受けたかったんですが受けてみての学びはとてもありました。これ

からも研修などで色々学ばせていただいたり、ご助言いただければとても有難いです。この仕事はまだ続けて

いくと思いますので、今後ともよろしくお願いします。 

色々お世話になりました。とても学びの深い研修で、自分自身を振り返ることができました。 

他県の方の講義方法や苦労なども伺うことができる良い機会になりました。自分の足りないところを補える良

い研修でした。 

 オンライン研修ということで、直接講義を聞き、意見交換が出来なかったのが残念だと思いました。しかし、こ

の 5 日間の中で、自分が課題としている講義や演習の進め方の部分でお話を聞くことができたので、良かった

です。ヒントをいただいたので、自分が担当する講義や対象とする方の特徴等によって、上手に使い分けていけ

ればと思いました。まずは、色々試して失敗して学びたいと思いました。 

 5 日間という時間が長く感じましたが、学びが多い研修でもあったので、機会があればまた参加してみたいと

思いました。5 日間、ありがとうございました。 

ありがとうございました。実践者研修で受講生にどう実践に生かすかという言葉、自分へ向け、準備したいと思

います。 

このたびはフォローアップ研修を受講させていただき、ありがとうございました。今後、フォローアップ研修は、

自分が修了した同期の方と、数年後にフォローアップ研修を受講してみるのも良いかと感じました。 

新カリキュラムから時間が経過し、実務を経験してから行われるフォローアップ研修は、自分の経験と照らし合わ

せられる部分が多くなるので、パーソン・センタード・ケアなど実感を持って聞くことができ学習効果が高かった

と思います。また、授業設計授業演習等、実際の講義で直面した悩み等をフォローアップ研修で解消することが

できました。学習効果の高さと悩み解決の 2 つの観点において、フォローアップ研修は大きな意味を持つと思

います。そして、認知症介護指導者同士で交流し、これまでの成功や失敗を踏まえて経験から学び、自立的に成

長する姿勢を身につけることや、知識を得ることはもちろん、講義の中から対人援助、接遇、マナーやコミュニケ

ーション能力をより磨くこと、お互いに刺激を受けながら成長へのモチベーションを高めること、研修や業務に対

する不安・悩みを解消し、自信をつけることができる研修でした。先生方、スタッフの皆さん、指導者の皆さん、研

修に関わる全ての皆様、コロナ禍にて研修を企画、実行していただき感謝しております。ありがとうございまし

た。 
 

 



 

 

 

認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会委員から 
 

 
 

新型コロナウイル感染症が国内で初めて確認されてから 3 年が経過し、今年 5 月には感染症法上の分類が引き
下げられることになりました。この間、施設系介護サービスではクラスターの発生、在宅系介護サービスにおい
ては介護サービスの利用控え、経済・社会活動の制約に伴う経済的困窮者の増加、ボランティア等による地域活
動の制限など、多くの困難に直面することになりました。またロシアによるウクライナ侵攻の影響により歴史的
な物価高が依然と続くいま、「当たり前の生活」とは「人として生きる」とは何かを考えざる得ない状況が続き、
まだまだ緊張感を強いられる日々ではありますが、一日も早く世界に平和が戻る日をお祈りいたしております。 

令和 4 年度の認知症介護指導者フォローアップ研修の目的は「認知症介護指導者研修修了者に対し、一定期間
ごとに最新の認知症介護に関する高度な専門的知識等を習得させるとともに教育技術等の向上を図ることによ
り、第一線の認知症介護従事者に対して最新の専門的な認知症介護技術を的確に伝授できる体制を整備すること
を目的とする」として、第 1 回を令和 4 年 11 月、第 2 回を令和 5 年 1 月に開催いたしました。第 1 回は集合型
研修にて開催し、第 2 回は新型コロナウイルス感染症の感染拡大によりオンライン式で研修を開催しておりま
す。フォローアップ研修では、①新カリキュラムの動向や近年のトピック。②ケア理念及び授業設計や地域活動
における実践力を高める。③各地域での指導者としての活動内容や苦慮している点についての情報交換が行われ
ています。 

さて、令和 4 年度認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会は、矢吹知之委員長をはじ
めとした、仙台センターの諸先生方、仙台センター、東京センター、大府センター修了指導者及び有識者が委員
として参加され、研修内容やまた研修の開催のあり方など幅広い視点で検討しております。また集合型研修・オ
ンライン研修の良さや今ある形をより良くするための改善点等がいくつかあげられ、オンライン式での研修につ
いての有効点や改善点、また受講しやすくするために課題点なども検討しております。 

ぜひ今年度のフォローアップ研修実施報告書の内容を精読し、認知症介護指導者の活動における実践者研修・
リーダー研修また各地域等で活用いただければ幸いです。 
 
 

令和 5 年 3 月 
認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会 副委員長 佐藤 真 
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令和 4 年度認知症介護指導者フォローアップ研修 

最新の認知症介護知識【実践研修の報告】 

グループディスカッション用紙 

 

グループメンバー： 

 

● 新カリキュラムでの研修実施についての課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度認知症介護指導者フォローアップ研修 最終日（R4.11.18） 

最新の認知症介護知識【実践研修の報告】 

グループディスカッション用紙 

 

グループメンバー： 

 

● 5 日間の振り返り 

 

 

 

 

 

 

● 今後に向けて（実践研修内容や指導者の活動等）確認しておきたいこと 

 

 














































